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午前10時56分開議 

 

○委員長（中島賢治君） おはようございます。 

 ただいまから議会運営委員会を開きます。 

 傍聴の皆様に申し上げます。委員会傍聴に当たっては、委員会傍聴証に記載の注意事項を遵

守いただきますよう、お願いいたします。 

委員席の指定 

○委員長（中島賢治君） 委員席につきましては、ただいまお座りの席を指定いたしますので、

御了承願います。 

 協議に先立ちまして、議長の御挨拶をお願いいたします。石川議長。 

議長挨拶 

○議長（石川 弘君） 皆さん、おはようございます。委員長のお許しありましたので、まず、

開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。 

 まずは、さきの臨時会におきまして議長に御推挙いただきましたことに対しまして、改めて

感謝申し上げます。また、副議長共々、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、改選後初の定例会となります第２回定例会におきましては、補正予算、条例議案等の

重要案件を御審議願うわけでございますが、委員の皆様方には、議会の円滑な運営に特段の御

理解、御協力を賜りますようお願い申し上げ、簡単ではございますが、開会に当たりましての

御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（中島賢治君） ありがとうございました。 

 

議案・諮問について 

○委員長（中島賢治君） それでは、協議を行います。 

 初めに、議案及び諮問について、事務局より説明いたさせます。議会事務局次長。 

○議会事務局次長 議案及び諮問の取扱いにつきまして御説明申し上げます。恐れ入ります。

着座にて失礼いたします。 

 資料はシステムに保存されております01番、配付資料の３ページをお開きいただきたいと存

じます。 

 今回提出されております議案等につきましては、市長提出の議案が９件、諮問が２件の計11

件でございます。 

 内訳でございますが、議案は補正予算議案２件、条例議案４件、一般議案３件の計９件でご

ざいます。また、諮問の２件は、いずれも使用料の徴収に関する処分についての審査請求につ

いて、議会の意見を求めるものでございます。 

 付託先につきましては、諮問付託先一覧表の左の欄にございます記載の委員会に付託いたし

たいと存じます。 

 委員会別付託件数につきましては、３ページの下の欄に記載してございますように、総務委

員会５件、保健消防委員会５件、環境経済委員会２件、教育未来委員会１件、都市建設委員会

２件でございます。 

 議案及び諮問の取扱いにつきましては、以上でございます。 
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○委員長（中島賢治君） それでは、御質疑等があればお願いいたします。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（中島賢治君） ないようですので、以上のとおり決定いたします。 

 

請願について 

○委員長（中島賢治君） 次に、請願につきましては01番、配付書類４ページ及び５ページを

御覧ください。 

 今回提出されました請願２件を請願文書表に記載の委員会に付託いたしたいと存じますが、

御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（中島賢治君） ないようですので、以上のとおり決定いたします。 

 

陳情について 

○委員長（中島賢治君） 次に、陳情につきましては01番、配付書類６ページを御覧ください。 

 今回提出されました陳情１件を、陳情文書表に記載の委員会に議長において付託いたします

ので、御了承願います。 

 

一般質問について 

○委員長（中島賢治君） 次に、一般質問につきましては、01番、配付書類７ページから11ペ

ージを御覧ください。 

 市政に関する一般質問通告一覧表の記載のとおり、通告者36名、通告時間14時間50分となっ

ておりますので、御了承願います。 

 

説明員について 

○委員長（中島賢治君） 次に、説明員につきましては01番、配付書類12ページを御覧くださ

い。 

 今定例会に出席する旨、議長に報告がありましたのは記載のとおりであります。 

 

意見書案について 

○委員長（中島賢治君） 次に、意見書案につきましては、システムに保存されている02番、

令和５年第２回定例会意見書案のとおりであります。 

 提出会派の説明をお願いいたします。 

 まず、共産党さんからお願いいたします。椛澤委員。 

○委員（椛澤洋平君） それでは、よろしくお願いをいたします。 

 では、ナンバー１から申し上げたいと思います。健康保険証を廃止するマイナンバー法など

の関連法改正案の撤回を求める意見書案であります。 

 マイナカードは、マイナンバー法第16条の２第１項等で、本人の申請により発行するとされ、

取得するかどうかは任意であります。しかしながら、改正法案では、これまでの健康保険証を

廃止して、マイナ保険証に一本化するということから、マイナカードの取得が事実上の義務化
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されることになるということでございます。 

 既に報道にあるとおり、健康保険証と一体化したマイナカードに別人の情報がひもづけられ

ていた件数が7,300件を超えており、あるいは、コンビニでマイナカードを使って証明書の発

行を申請すると別人の住民票が出たりと、考えられないトラブルが続いております。 

 最低限の信頼を今失っている以上、本市議会が国に対してこの健康保険証を廃止するマイナ

ンバー法などの関連法案の撤回を強く求めるものであります。 

 続きましてナンバー２、「ＧＸ脱炭素電源法案（原発推進等５法案）」の撤回を求める意見

書案であります。 

 今回の法律では、脱炭素を口実に原発を最大限活用し、その利用を将来にわたり固定化、永

続化するものであり、国による原子力産業救済法にほかならないものであると考えます。また、

福島第一原発事故の反省と教訓から生まれた原発運転期間の原則、あと推進と規制の分離が踏

みにじられ、運転期間の認可権限が、原子力規制委員会から原発推進の経済産業省へ移される

ということで、認可基準が安全性から電力の安定供給に転換することになる、さらには、原発

を推進することで、再生可能エネルギーの導入を一層阻害することになり、破局的と言われる

気候危機の回避に向け、世界で広がる再生可能エネルギー100％の取組に逆行するものと考え

ます。よって、本市議会は国に対してＧＸ脱炭素大電源法案、原発推進等５法案の撤回を強く

求めるものであります。 

 続いてナンバー３、学校給食費を無償化するよう求める意見書案であります。 

 文部科学省が実施いたしました2018年度の学校給食実施状況等調査によりますと、学校給食

費は全国平均で小学校が年間４万7,773円、中学校が５万4,351円となっておりまして、教材費

や制服、体操着、学用品、修学旅行積立金等、学校関連費の中でも給食費の家庭負担は大きい

とされております。 

 本市の子育て支援策といたしまして、第３子以降の学校給食費の無償化が実施されているわ

けでありますが、県内で、この第３子以降に限らず無償化を始めた自治体もあって、自治体間

での格差が生じております。そもそも、憲法第26条では、義務教育はこれを無償とするとうた

っており、国民がどこに住んでいても格差が生じることなく、ひとしく義務教育を受けられる

ようにすることは国の責任である、よって、本市議会は国に対して学校給食費を無償化するよ

う強く求めるものであります。 

 続きまして、ナンバー４、「我が国の防衛力の抜本的な強化等のために必要な財源の確保に

関する特別措置法案（軍拡財源確保法案）」の撤回を求める意見書案であります。 

 岸田政権が昨年末に改定した安保３文書では、憲法に反する敵基地攻撃能力保有を掲げ、５

年間で43兆円もの予算を投じて大軍拡を狙っています。そして、その財源を確保するために、

軍拡財源確保法等では防衛力強化資金を創設し、外国為替資金、財政投融資等の特別会計から

の一般会計の繰入れ、国立病院機構、あるいは地域医療機能推進機構の積立金及びコロナ対応

のための基金からの国庫への返納などを行うことになるとされています。本来ならば、国民の

医療や年金に回すべき積立金などの軍事費への流用はあってはならないものであります。 

 さらには、東日本大震災の復興費に充てるための復興特別所得税の半分程度の軍事費回すだ

けではなく、ついにはこの建設国債を軍拡予算に充てることになった。この防衛力資金は、国

会で十分に審議されることなく、防衛省が自由に支出ができるようになるなど、これは歯止め



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－4－ 

がきかない軍事優先の危険な国になろうとしていると言わざるを得ません。 

 よって、本市議会は国に対して、この軍拡財源確保法等の撤回を強く求めるものであります。 

 ナンバー５、消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書案であります。 

 本年10月からのインボイス制度の実施は、事務負担の増加を強いるとともに、免税事業者が

取引から排除される恐れがあり、このままではインボイス制度の実施を機に、個人事業主や農

業従事者、フリーランス、文化事業者などを廃業の危機に追い込み、さらなる地域経済の衰退

につながることは必至であります。 

 インボイス制度の実施に関しまして、日本商工会議所、全国中小企業団体中央会、あるいは

全国青年税理士連盟など、多くの団体が現状のまま実施に踏み切ることに懸念の声を上げてお

ります。 

 よって、本市議会は、国に対し消費税インボイス制度の実施延期を強く求めるものでありま

す。 

 なお、補足になりますけれども、ナンバー１のマイナンバー法の関連法が、実は今日参議院

で可決をするかなんていう動きが実は出ておりまして、私ども、今このタイミングとして、こ

の法案の撤回ということで文書を取りまとめさせていただいたんですが、仮に今日可決すると

なりますと、法の廃止を求めるという趣旨で、次回の議運で修正提案をさせていただけないか

なというのが、あともう１点、ＧＸ法につきましても、これは５月31日にちょっと参議院で可

決されたということでございまして、私どもが準備を重ねてきたタイミングと国会での動きの

タイミングの時限的な修正でございますので、中身が変わるというものではございませんので、

その辺また御理解いただければというふうに思います。 

 以上でございます。 

○委員長（中島賢治君） 次に、公明党さんお願いします。 

○委員（桜井秀夫君） ナンバー６、帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意

見書でございます。 

 帯状疱疹は、過去に水痘、いわゆる水ぼうそうに罹患した者が加齢や過労、ストレスなどに

よる免疫力の低下により、体内に潜伏する帯状疱疹ウイルスが再燃し、発症するものです。日

本人では50歳代から発症率が高くなり、80歳までに３人に１人が発症すると言われております。

治療が長引くケースや後遺症として痛みなどの症状が残るケースもあると伺っております。 

 この帯状疱疹の発症予防のために、ワクチンが有効とされておりますけれども、このワクチ

ンの接種費用が高額になることから、接種を諦める高齢者が少なくないというふうに伺ってお

ります。帯状疱疹による神経の損傷によってその後の痛みが続く帯状疱疹後神経痛と呼ばれる

合併症に加え、角膜炎、顔面神経麻痺、難聴などを引き起こして目や耳に障害が残るというこ

とも言われております。 

 したがいまして、本市議会は国に対し、一定の年齢以上の国民に対するワクチンの有効性等

を早急に確認し、帯状疱疹ワクチンの助成制度の創設や、予防接種法に基づく定期接種化を強

く求めるものでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中島賢治君） お聞きのとおりであります。 

 御質疑等があれば、お願いいたします。桜井委員。 
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○委員（桜井秀夫君） 当然、私たち、公明党以外は共産党さんしか出していないので、聞か

せていただきますけれども、先ほどの補足のほうは理解しました。それでも承知させていただ

いたという次第でございますので、ありがとうございます。 

 ナンバー４ととナンバー５になるのかな、確認したいと思いますけれども、ナンバー４の表

題と、最後の結論の意見内容に直結するところなんですが、軍拡財源確保法案というネーミン

グなんですけれども、この文章の全体を見ても、防衛力強化資金というのは閣議決定の内容と

かでも承知していますし、安保３文書というのも理解はできるんですけれども、軍拡財源確保

法案というネーミングはどこから来たものなのかなというのを、私が知識不足かもしれません

けれども、教えていただけたらというのが１点でございます。 

 もう１個は、ナンバー５のほうです。これも表題と結論に係ることです。実施延期を求める

ということですんで、要は、消費税及びインボイス制度の反対ではなくて、実施を延期せよと

いう、そういった、そのとおりだよって言われるかもしれませんが、一応その柔軟な立場の違

い、変化を感じるものですから、そこの確認だけさせていただけたらというふうに思います。

よろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（中島賢治君） 椛澤委員。 

○委員（椛澤洋平君） ありがとうございます。軍拡財源確保法のネーミングは、どこから来

ているんだという御質問だと思いますが、確かに法律名はここに書いてあるとおり、冒頭に書

かせていただいた名称が正式名称になるわけでありますけれども、ただ、中ほどにも書かせて

いただいたとおり、５年間で43兆円のいわゆる予算の中身見ますと、アメリカからトマホーク、

敵基地を攻撃するミサイルを購入する。 

 これは文字どおりの軍事の予算の拡大でありますから、それを私どもとしては、分かりやす

くというか、そういう名称を、呼称させていただいたという趣旨でございます。当然ながら、

この防衛力と防衛の予算と、軍拡というのが、どこからどうなんだってここら辺の価値観の判

断の違いがあるかもしれませんけれども、ただ、今回もう文字どおり敵基地を攻撃するような、

軍事的な予算が盛り込まれているわけですから、これはもう軍事的な予算だというふうに明言

しても、国民の皆さんには何ら違和感がないのかなというふうに思っている次第であります。 

 続いて、もう１点の件でありますが、インボイス制度の実施延期、当然、以前、確かに私ど

もインボイス自体の中止を求める意見書というのを提案もさせていただいていた。ただ、この

局面に至っては、とにかく10月からスタートを切らなきゃいけないという中で、先ほど申し上

げたとおり、商工会議所含めて、混乱がいろいろ大変だという現場の声をいただいていますん

で、まずは、この10月のスタートを、１回延期させてくれという、文字どおりの趣旨になって

くるということでございます。 

 その先は、当然この制度の在り方、やはりしっかりと再検討していく必要もあるんだろうと

いうことも、申し上げておきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（中島賢治君） ほかにございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（中島賢治君） ないようですので、これらの意見書案につきましては、次回以降に
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御協議願いたいと存じます。 

 

運営日程案について 

○委員長（中島賢治君） 最後に、運営日程案について事務局より説明いたさせます。議会事

務局次長。 

○議会事務局次長 運営日程案につきまして御説明申し上げます。引き続き着座にて失礼いた

します。 

 資料は、システムに保存されております01番、配付資料の13ページをお開きいただきたいと

存じます。 

 会期につきましては、６月７日水曜日から22日木曜日までの16日間を予定してございます。 

 初日開会日の６月７日水曜日は、午後１時開会でございます。開会後は、諸般の報告、会議

録署名人選任、会期決定の後、議案、諮問の上程、提案理由の説明、請願の委員会付託がござ

いまして、この日は散会でございます。 

 ７日の本会議散会後は、議案研究を行っていただきますが、議案研究は、８日木曜日までを

予定してございます。議案研究の日程につきましては、当日配付させていただきます。 

 なお、議案質疑の通告締切りは、議案研究２日目の８日午後４時までとなっておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 ９日金曜日は休会日でございます。 

 続きまして12日月曜日は、午後１時開議でございます。議案質疑、常任委員会付託でござい

ます。 

 なお、この日の午前11時開会の議会運営委員会は、意見書案の調整等がございましたら開催

させていただく予定で記載しておりますが、もし開催しない場合は、事務局から中止の御連絡

をさせていただきます。 

 13日火曜日、14日水曜日は常任委員会でございます。 

 続きまして、15日木曜日から21日水曜日までの５日間は一般質問でございます。質問者につ

きましては、運営日程案に記載のとおりでございます。15日木曜日、16日金曜日、19日月曜日

は、いずれも午前10時開議でございます。 

 なお、19日は請願・陳情の２回目の締切りとさせていただいております。受付締切時刻は、

午後５時までとさせていただきます。 

 ページおめくりいただきまして、14ページでございます。20日火曜日は午後１時開議、21日

水曜日は午前10時開議でございます。 

 なお、21日の午後休憩時に、最終日の議事の流れ及び意見書案の協議のための議会運営委員

会を開催させていただきたいと存じます。 

 最終日、22日木曜日は午後１時開議でございまして、委員長報告、討論、採決をお願いし、

定例会は閉会でございます。 

 運営日程案につきましては、以上でございます。 

○委員長（中島賢治君） ありがとうございました。 

 御質疑等があればお願いいたします。桜井委員。 

○委員（桜井秀夫君） 先ほど共産党さんのほうから、時限的な訂正があるということであれ
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ば、12日の…… 

○委員長（中島賢治君） 議会事務局次長。 

○議会事務局次長 日程を御連絡いただきましたら、委員長に相談します。 

○委員長（中島賢治君） 委員の皆さんには、追って御連絡をいたします。桜井委員。 

○委員（桜井秀夫君） ありがとうございます。 

○委員長（中島賢治君） それでは、以上のとおり決定いたします。 

 なお、６月21日に開催されます議運におきまして、委員会視察の日程等について御協議いた

だきますので、手帳等スケジュールを確認できるものを御用意願います。 

 以上で、議会運営委員会を終了いたします。御苦労さまでした。 

 

午前11時16分散会 

 

 


